
空港民間委託調査特別委員会 調査報告書 

 

 

 平成２８年第３回定例会において，本特別委員会に付託された旭川空港の民間委託

に関する調査について，次のとおり調査報告をする。 

 

 

  平成３０年１０月３日 

 

 

 旭川市議会 

 議長 笠 木 かおる 様 

 

 

 

                                                   空港民間委託調査特別委員会 

                                                   委員長 えびな 信 幸 

 



１ 調 査 経 過 

 

平成２８年１０月１１日から平成３０年１０月３日までの間，都合２１回にわた

り本特別委員会を開催し，慎重に調査を行った。 

 

（１）委員会の開催状況 

開催年月日 調 査 及 び 審 査 概 要 

平成28年10月11日 

第１回委員会 

１ 調査目的の確認 

２ 代表者会議の設置 

平成28年11月４日 

第２回委員会 

１ 理事者から説明 

・国管理空港のスケジュールに沿った旭川空港の運営民間 

委託の検討スケジュール 

・北海道における空港運営戦略の推進素案 

・北海道における空港運営戦略の推進素案に対するパブリック

コメント結果の概要 

・旭川空港の運営民間委託に関する検討経過 

・旭川空港の運営民間委託の概要 

平成28年11月29日 

第３回委員会 

１ 理事者から説明 

・北海道における空港運営戦略の推進案 

２ 質疑 

 ・木下，高見，もんま，まじま，山城各委員から質疑があった。

平成28年11月30日 

第４回委員会 

１ 質疑 

 ・あずま，中村，石川各委員から質疑があった。 

平成29年２月17日 

第５回委員会 

１ 理事者から説明 

 ・北海道における空港運営戦略の推進 

 ・道内空港一括民間委託に係る基本スキーム（案）の概要 

と策定スケジュール 

 ・道内空港一括民間委託に向けた全体スケジュール 

 ・北海道における空港運営戦略推進シンポジウム開催概要（旭

川空港） 

２ 委員派遣の議決 

 ・旭川空港視察 

平成29年５月９日 

第６回委員会 

１ 理事者から説明 

 ・道内空港一括民間委託に向けた全体スケジュール 

 ・旭川空港の非航空系事業に関する情報整備調査概要 

 ・旭川空港を活用した地域活性化のための基盤整備に関する調

査概要 

 ・平成２８年度空港運営効率化推進費に係る委託業務成果 

 ・空港別収支の試算結果 

 ・道内７空港一括民間委託に向けた管理者間の協議状況 

平成29年５月19日 

第７回委員会 

１ 質疑 

 ・木下，松家，中村各委員から質疑があった。 

平成29年５月22日 

第８回委員会 

１ 質疑 

 ・石川，山城，品田，のとや各委員から質疑があった。 

平成29年６月27日 

第９回委員会 

１ 理事者から説明 

 ・北海道内空港運営の一括民間委託に関する５原則とその 

確認事項 



 ・北海道内空港運営の一括民間委託の概要 

２ 出席要求 

 ・のとや委員から次回の委員会での市長に対する出席要求があ

った。 

平成29年７月12日 

第10回委員会 

１ 資料要求 

 ・のとや委員から資料要求があった。 

２ 質疑（市長出席） 

 ・もんま，のとや，品田，石川各委員から質疑があった。 

平成29年８月３日 

第11回委員会 

１ 理事者から説明 

 ・北海道内７空港特定運営事業等基本スキーム（案） 

 ・道内空港一括民間委託に向けた全体スケジュール 

平成29年８月18日 

第12回委員会 

１ 理事者から説明 

 ・旭川空港の民間委託に対するパブリックコメントの実施 

２ 質疑 

 ・木下，品田，中村，石川，山城各委員から質疑があった。 

平成29年10月25日 

第13回委員会 

１ 理事者から説明 

 ・旭川空港の民間委託に対するパブリックコメント結果概要 

 ・北海道内 7 空港の運営委託に係るマーケットサウンディング

結果概要 

 ・モニタリング及び地域との共生を実現するための仕組みの検

討案 

 ・道内空港一括民間委託に向けた全体スケジュール 

 ・地方管理空港民間委託の先行事例における条例改正内容 

平成29年11月16日 

第14回委員会 

１ 質疑 

 ・木下，高見，もんま，石川，中村，のとや各委員から質疑が

あった。 

平成29年12月１日 

第15回委員会 

１ 各会派及び無所属からの意見開陳 

平成29年12月７日 

第16回委員会 

１ 議長宛中間報告書及び委員長口頭中間報告の決定 

平成30年4月10日 

第17回委員会 

１ 理事者から説明 

・北海道内７空港運営委託に向けた現時点での想定スケジュ 

  ール 

・北海道内７空港特定運営事業等実施方針 

・旭川空港運営事業等実施方針 

平成30年5月14日 

第18回委員会 

１ 理事者から説明 

・旭川空港の運営事業等募集要項 

・北海道内７空港特定運営事業等優先交渉権者選定基準 

・旭川空港運営事業等における費用負担 

・北海道内７空港運営委託に向けた全体スケジュール（想定）

・空港別収支の試算結果 

２ 質疑 

 ・福居，品田，もんま，石川，山城各委員から質疑があった。

平成30年5月15日 

第19回委員会 

１ 質疑 

 ・高見，中村，のとや各委員から質疑があった。 

平成30年9月３日 

第20回委員会 

１ 各会派及び無所属からの意見開陳 

平成30年10月３日 

第21回委員会 

１ 議長宛て調査報告書及び委員長口頭報告の決定 



（２）委員派遣 

派遣年月日 平成２９年２月１７日（金） 

派遣先 旭川空港 

派遣委員 えびな信幸委員長，松田ひろし副委員長，山城えり子，藤澤 勝，

石川厚子，あずま直人，品田ときえ，木下雅之，のとや繁， 

高見一典，安田佳正，中村のりゆき各委員 

派遣調査内容 ・旭川空港事務所副所長から旭川空港の除雪体制等に係る説明を

受ける。 

・旭川空港の除雪車及び消防車等の視察 

・（株）旭川空港ビル職員から旭川空港ビルに係る説明を受ける。

・国内線ロビー，国際線ロビー，保安検査所内施設（搭乗口待合

室，入国審査受付等）の視察 

派遣調査結果 ・旭川空港の定期路線，除雪体制等を確認 

・旭川空港ビル内の各施設の状況，旭川空港ビル国際線ターミナ

ル増築計画の内容を確認 



２  調  査  結  果  

 

 旭 川 空 港 の 民 間 委 託 に つ い て は ， 旭 川 空 港 が 市 民 生 活 や 地 域 経 済 の 活 性 化 に  

大 き な 役 割 を 果 た す 本 市 の 重 要 な 財 産 で あ る こ と か ら ， 本 委 員 会 に お け る 以 下  

の 意 見 ， 提 言 等 を 真 摯 に 受 け と め る と と も に ， 現 在 選 定 作 業 が 進 め ら れ て い る  

道 内 ７ 空 港 の 一 括 民 間 委 託 に 係 る 応 募 者 か ら の 提 案 内 容 を 吟 味 し ， 一 括 民 間 委  

託 の メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト を 丁 寧 に 分 析 し た 上 で ， 市 民 の 理 解 を 得 ら れ る よ う  

慎 重 に 取 り 組 み を 進 め て い く べ き で あ る 。  

 
１  旭 川 空 港 の 優 位 性 で あ る 冬 期 間 の 高 い 就 航 率 を 維 持 す る と と も に ， 利 用 者  

の 信 頼 に 十 分 応 え る 空 港 運 営 上 の 安 全 性 を 確 保 す る こ と に よ り ， 新 千 歳 空 港  
の 代 替 機 能 を 担 う 中 核 空 港 を 目 指 す こ と 。 ま た ， 道 北 ， 道 東 に お け る 観 光 ，  
さ ら に は 情 報 や 文 化 の 発 信 の 拠 点 と し て の 役 割 を 担 う こ と に よ り ， 旭 川 市 や  
道 北 に 暮 ら す 人 は も と よ り ， 航 空 会 社 か ら も 選 ば れ る 空 港 を 目 指 す こ と 。  

 
２  一 括 民 間 委 託 を 進 め る に 当 た っ て は ， 本 市 が 負 担 す る 費 用 に つ い て 明 確 な  

根 拠 を 持 つ と と も に ， 本 市 の 負 担 軽 減 に 努 め る こ と 。 ま た ， 基 本 施 設 更 新 投  
資 費 用 の 管 理 者 負 担 分 に つ い て は ， 今 後 も 空 港 整 備 事 業 費 補 助 金 の 対 象 と な  
る よ う 国 に 求 め て い く こ と 。  
 

３  競 争 的 対 話 に お い て は ， 冬 期 間 に お け る 高 い 就 航 率 ， 北 海 道 の 中 心 に 位 置  
し 交 通 の 結 節 点 に あ る な ど の 旭 川 空 港 の 特 性 を 生 か し な が ら ， 次 の 事 項 に 十  
分 配 慮 さ れ た 提 案 と な る よ う 応 募 者 と 十 分 に 意 見 交 換 を 行 う よ う 努 め る こ と 。  

（ １ ） 地 域 経 済 に 波 及 効 果 が も た ら さ れ る も の と な る こ と 。  
（ ２ ） 道 内 ７ 空 港 一 括 民 間 委 託 の メ リ ッ ト で あ る 空 港 間 の 連 携 を 十 分 に 活 用 し ，  

北 海 道 全 体 の 広 域 観 光 ， 特 に 道 北 地 域 及 び 道 東 地 域 の 観 光 振 興 に 資 す る も

の と な る こ と 。  
（ ３ ） ２ 次 交 通 と の 円 滑 な 連 携 を 図 る と と も に ， Ｌ Ｃ Ｃ を 含 め た 国 内 外 の 路 線  

拡 充 や 道 内 空 港 間 の ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 強 化 に つ な が る も の と な る こ と 。  
 

４  一 括 民 間 委 託 に 向 け た 今 後 の プ ロ セ ス を 進 め る に 当 た っ て ， ４ 管 理 者 間 に  
お け る 情 報 共 有 を 徹 底 す る と と も に ， 市 民 ， 議 会 等 へ 積 極 的 な 情 報 開 示 に 努  
め 可 能 な 限 り 市 民 へ の 説 明 責 任 を 果 た す こ と 。  
 

５  一 括 民 間 委 託 が 開 始 さ れ た 場 合 に お い て も ， 事 業 者 と 連 携 を 図 り ， 本 市 が  
し っ か り と 運 営 に 関 与 し て ， 周 辺 自 治 体 や 地 元 経 済 界 の 意 向 を 取 り 入 れ ら れ  
る よ う な 仕 組 み を 構 築 す る こ と 。 ま た ， 市 場 支 配 力 の 増 加 や 運 営 者 の 経 営 破  
綻 な ど の リ ス ク も 懸 念 さ れ る こ と か ら ， 空 港 運 営 の 状 況 を 本 市 が 的 確 に 把 握  
し ， 安 全 か つ 安 定 し た 空 港 運 営 が 行 わ れ る よ う 実 効 性 の あ る モ ニ タ リ ン グ の  
仕 組 み を 構 築 す る こ と 。  
 

と の 意 見 の 集 約 を 見 た 。  
 

な お ， 旭 川 空 港 の 民 間 委 託 に 関 し ， 各 会 派 及 び 無 所 属 委 員 か ら 別 紙 の と お り  
意 見 が 示 さ れ た 。  



（別紙） 

空港民間委託調査特別委員会における各会派及び無所属委員の意見 

【 自 民 党 ・ 市 民 会 議 】  

 

旭 川 空 港 は ， 市 民 生 活 や 地 域 経 済 を 活 性 化 す る 本 市 の 重 要 な 資 源 ， 財 産 で あ  

り ， さ ら な る 利 用 拡 大 や 路 線 の 充 実 と い っ た 空 港 機 能 の 拡 充 が ， 本 市 及 び 地 域  

経 済 の 発 展 に 不 可 欠 で あ る 。  

そ の よ う な 中 で ， 旭 川 空 港 と 他 の 道 内 ６ 空 港 と の 一 括 民 間 委 託 に つ い て は ，  

旭 川 空 港 の 発 展 や 本 市 に お け る 財 政 的 な 効 果 は も ち ろ ん の こ と ， 道 北 圏 の 観 光  

業 や 各 種 企 業 活 動 ， 経 済 活 動 ， 企 業 誘 致 な ど の 活 性 化 に つ な が る も の と 認 識 を  

し て い る と こ ろ で あ る 。  

一 方 で ， こ れ ま で の 本 調 査 委 員 会 に お け る 質 疑 な ど を 踏 ま え る と ， さ ま ざ ま

な 課 題 も 明 ら か と な っ た こ と か ら ， 今 後 そ の 取 り 組 み を 進 め る に 当 た っ て は ，

以 下 の 点 に 留 意 い た だ く よ う 求 め る も の で あ る 。  

 

１  地 域 経 済 活 性 化 に 資 す る 提 案 の 評 価  

今 回 の 一 括 民 間 委 託 を ， 地 域 経 済 活 性 化 に 資 す る も の と す る た め ， 従 来 の  

空 港 運 営 を 超 え た 斬 新 な 提 案 が 行 わ れ る こ と に 期 待 す る と と も に ， そ の 評 価  

に 当 た っ て は 次 の 点 を 重 視 す る こ と 。  

・ 旭 川 空 港 の 特 性 を 生 か し な が ら ， そ の 成 長 ， 発 展 を 目 指 す と と も に ， 周 辺  

経 済 に も 波 及 効 果 を も た ら す 提 案 。  

・ 道 北 ， 道 東 を 含 め た 北 海 道 全 体 の 広 域 観 光 に 資 す る 提 案 。  

・ Ｌ Ｃ Ｃ の 誘 致 も 含 め た 路 線 充 実 ， ま た 道 内 空 港 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 強 化  

に 資 す る 提 案 。  

・ ２ 次 交 通 も 含 め ， 本 市 の 現 状 を 踏 ま え た 提 案 。  

・ 地 元 企 業 の 活 用 な ど ， 市 内 経 済 に 配 慮 し た 提 案 。  

 

２  実 施 契 約 締 結 に 至 る ま で の プ ロ セ ス  

今 後 に お い て も 次 の 点 に つ い て 留 意 し ， 丁 寧 に プ ロ セ ス を 進 め て い く こ と 。  

・ ４ 管 理 者 間 で 情 報 共 有 の 徹 底 を 図 る こ と 。  

・ 市 民 ， 議 会 ， 関 係 機 関 等 へ の 積 極 的 な 情 報 開 示 に よ り 可 能 な 限 り 説 明 責 任 を  

果 た す こ と 。  

・ 旭 川 空 港 ビ ル 株 式 会 社 の 株 主 に 対 し 丁 寧 な 説 明 に 努 め る こ と 。  

 

３  管 理 者 の 費 用 負 担  

基 本 施 設 更 新 投 資 費 用 の 管 理 者 負 担 分 に つ い て ， 将 来 に お い て も 空 港 整 備  

事 業 費 補 助 金 の 対 象 と な る よ う 国 に 求 め て い く こ と 。  



４  民 間 委 託 後 の 実 効 性 あ る モ ニ タ リ ン グ の 仕 組 み づ く り と 運 用  

民 間 委 託 に よ り ， 市 場 支 配 力 が 増 し ， 採 算 性 が 重 視 さ れ る 運 営 が 行 わ れ る  

こ と ， 運 営 者 の 経 営 破 綻 な ど の リ ス ク が 懸 念 さ れ る こ と か ら ， 民 間 委 託 後 に  

お い て も 安 全 か つ 安 定 し た 空 港 運 営 が 行 わ れ る よ う 実 効 性 の あ る モ ニ タ リ ン  

グ の 仕 組 み を 構 築 し ， 適 切 な 運 用 を 図 る こ と 。  

 

５  「 地 域 と の 共 生 」 を 実 現 す る た め の 仕 組 み づ く り  

 本 市 を 含 め た 周 辺 自 治 体 ・ 経 済 界 の 意 向 を 空 港 運 営 に 確 実 に 反 映 さ せ る た  

め の 仕 組 み に つ い て ， パ ー ト ナ ー シ ッ プ 協 定 の 締 結 や ７ 空 港 一 体 運 営 に 係 る  

協 議 会 の 設 置 も 含 め て ， さ ら な る 検 討 を 進 め る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【 民 主 ・ 市 民 連 合 】  

 

１  旭 川 空 港 の 目 指 す べ き 姿  

北 海 道 の 北 の 玄 関 口 と し て 利 用 さ れ て き た 旭 川 空 港 。 今 ， 一 括 民 間 委 託 と  

い う 大 き な 分 岐 点 を 迎 え そ の 目 指 す べ き 姿 を 示 し さ ら な る 飛 躍 の 契 機 と す べ  

き と 考 え る 。  

ま ず ， 公 共 交 通 の 一 翼 を 担 う と い う 部 分 で 第 一 に 考 え る べ き は 安 全 で あ る 。 

安 全 は あ ら ゆ る 面 で 優 先 さ れ な く て は な ら ず ， 旭 川 空 港 は 現 状 の ９ ９ ％ を 上  

回 る 高 い 就 航 率 を 維 持 す る と と も に 全 道 ， 全 国 で も 有 数 の 安 全 性 が 高 い 空 港  

を 目 指 す べ き と 考 え る 。 ま た ， こ れ か ら の 空 港 は 単 な る 航 空 機 の 離 発 着 の 場  

と い う も の で は な く 今 後 の 地 域 経 済 に も 大 き な 影 響 を 与 え る で あ ろ う 観 光 の  

拠 点 と し て ，そ し て ，地 域 や 他 の 空 港 ，他 の 機 関 な ど と の 交 流 の 拠 点 と し て ，  

さ ら に は 情 報 や 文 化 の 発 信 の 拠 点 と し て 機 能 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。 そ  

の よ う に 発 展 す る こ と で 旭 川 市 や 道 北 に 暮 ら す 人 か ら も 空 港 を 利 用 す る 航 空  

会 社 か ら も 選 ば れ る 空 港 を 目 指 す べ き と 考 え る 。  

 

２  一 括 民 間 委 託 に 当 た っ て の 留 意 点  

（ １ ）  空 港 運 営 に 当 た っ て は 管 理 者 が 経 費 の 一 部 を 負 担 す る 混 合 型 が 採 用 さ  

れ る が ， 本 市 の 負 担 額 に つ い て は 十 分 な 妥 当 性 が 必 要 と さ れ る 。 な お か  

つ ， 運 営 受 託 企 業 に お い て は 本 市 の 負 担 額 に 関 し て で き る 限 り の 軽 減 に  

努 め る こ と 。  

（ ２ ）  運 営 受 託 企 業 と 管 理 者 で あ る 本 市 は 空 港 運 営 の よ き パ ー ト ナ ー と し て  

と も に 歩 み ， 周 辺 自 治 体 や 地 域 経 済 界 及 び 市 民 等 の 意 向 は 空 港 運 営 に お  

い て 確 実 に 反 映 さ れ る 必 要 が あ る 。 ま た ， 運 営 受 託 企 業 に よ る 空 港 運 営  

の 状 況 を 本 市 が 的 確 に 把 握 し 情 報 が 共 有 さ れ る こ と に よ っ て さ ま ざ ま な  

リ ス ク を 回 避 で き る よ う な 仕 組 み を 構 築 す る こ と 。  

（ ３ ）  民 間 委 託 は 段 階 的 に 開 始 さ れ る が ， そ の こ と に よ っ て 本 市 や 旭 川 空 港  

に 不 利 益 が 生 じ る こ と が な い よ う 十 分 な 注 意 を 払 い 取 り 組 み を 進 め る こ  

と 。  

（ ４ ）  一 括 民 間 委 託 に よ る 旭 川 空 港 の 発 展 は も と よ り ， 地 域 と の 連 携 や 地 元  

企 業 の 活 用 に よ っ て 地 域 経 済 の 活 性 化 に つ な が る 空 港 運 営 に 努 め る こ と 。  

（ ５ ）  旭 川 空 港 は 公 共 交 通 の 拠 点 と し て バ ス ， タ ク シ ー ， 鉄 道 な ど の ２ 次 交  

通 と の 円 滑 な 連 携 に 努 め ， 空 路 に お い て は Ｌ Ｃ Ｃ の 就 航 を 含 め た 路 線 の  

拡 充 に 努 め る こ と 。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 公 明 党 】  

 

こ れ ま で 空 港 民 間 委 託 調 査 特 別 委 員 会 で は ， ７ 空 港 の 一 括 民 間 委 託 の 是 非 ，  

課 題 等 を 議 論 し て き た と こ ろ で あ る が ， そ う し た 議 論 が 発 信 さ れ た こ と で 北 海  

道 内 ７ 空 港 特 定 運 営 事 業 等 優 先 交 渉 権 者 選 定 基 準 や 募 集 要 項 ， 提 案 審 査 に お け  

る 審 査 基 準 や 配 点 に お い て は ， 少 な か ら ず 地 方 管 理 空 港 に 配 慮 し た も の に な っ  

て い る と 受 け と め て い る 。  

現 在 の 航 空 路 線 の 誘 致 に お い て は ， 道 内 空 港 間 に よ る 競 争 に さ ら さ れ 消 耗 戦  

を 強 い ら れ て い る 。  

一 方 で 北 海 道 全 体 は イ ン バ ウ ン ド の 大 幅 な 続 伸 を 受 け て ， 航 空 ネ ッ ト ワ ー ク  

の 一 元 的 な 運 営 の 検 討 を 考 え る 時 期 と も い え ， 一 括 民 間 委 託 は ま さ に 絶 好 の 機  

会 と 捉 え る こ と も で き る 。  

一 括 民 間 委 託 に よ り 新 千 歳 空 港 の 一 人 勝 ち と な り ， 旭 川 空 港 が 埋 没 す る の で  

は な い か と の 懸 念 も 議 論 さ れ て き た と こ ろ で あ る が ， １ つ の 事 業 体 が 道 内 ７ 空  

港 を 一 括 で 運 営 す る こ と ， 旭 川 市 が ２ つ の 広 域 観 光 周 遊 ル ー ト の 結 節 点 と い う  

重 要 性 ， 旭 川 空 港 に お け る 冬 期 間 の 就 航 率 の 高 さ な ど を 考 え る と ， 懸 念 よ り む  

し ろ 旭 川 空 港 を 積 極 的 に 活 用 す る こ と へ の 期 待 感 の ほ う が 大 き い と 考 え る 。  

単 独 民 間 委 託 の 選 択 肢 が な い わ け で は な い が ， 旭 川 空 港 の 持 っ て い る 優 位 性  

を 遺 憾 な く 発 揮 し て い く た め に は ， 単 独 の 民 間 委 託 よ り も 一 括 民 間 委 託 を 選 択  

す る こ と が 望 ま し い と 考 え る 。  

以 下 ， 旭 川 空 港 の 目 指 す べ き 姿 ， 一 括 民 間 委 託 を 進 め る に 当 た り 留 意 す べ き  

こ と に つ い て も 意 見 を 述 べ る 。  

 

１  旭 川 空 港 の 目 指 す べ き 姿  

７ 空 港 一 括 民 間 委 託 が 実 現 し た 暁 に は ， 新 千 歳 空 港 に 次 い で 旭 川 空 港 が 中  

核 空 港 と な る よ う ， Ｃ Ｉ Ｑ の 常 駐 や 冬 期 間 の 就 航 率 の 高 さ を 生 か し ， 国 際 定  

期 便 等 の さ ら な る 誘 致 で 北 海 道 全 体 の 航 空 ネ ッ ト ワ ー ク を リ ー ド す る 存 在 と  

な る こ と 。  

ま た ， 新 千 歳 空 港 の 代 替 空 港 を 目 指 す こ と 。 そ の た め に も ， 旭 川 空 港 と 旭  

川 駅 を 結 ぶ ２ 次 交 通 を 新 た に 構 築 す る こ と が 望 ま れ る 。  

 

２  一 括 民 間 委 託 を 進 め る に 当 た り 留 意 す べ き こ と  

（ １ ）  第 一 次 審 査 後 の 競 争 的 対 話 に お い て は ， 運 営 者 に な る 可 能 性 の あ る 事  

業 者 と 直 接 交 渉 を す る こ と に な る の で ， 実 施 契 約 の 締 結 に 向 け て 非 常 に  

重 要 な 場 面 に な る 。 空 港 隣 接 エ リ ア で の リ ゾ ー ト 展 開 や ２ 次 交 通 の 新 た  



な 取 り 組 み な ど ， あ り と あ ら ゆ る 将 来 的 な 投 資 を 呼 び 込 む 対 話 を 行 う こ  

と 。  

（ ２ ）  民 間 委 託 後 も Ｓ Ｐ Ｃ が 地 域 の 観 光 振 興 の 一 翼 を 担 う こ と が 重 要 と 考 え  

る 。 よ っ て 自 治 体 と の 連 携 に よ る 観 光 プ ロ モ ー シ ョ ン を Ｓ Ｐ Ｃ が 受 託 す  

る こ と を 検 討 す る な ど 連 携 を 図 り な が ら 常 に 意 思 疎 通 を 図 る こ と 。  

（ ３ ）  旭 川 空 港 に と っ て 一 番 有 利 な 提 案 を し て い た だ い た Ｓ Ｐ Ｃ が 優 先 交 渉  

権 者 と な ら な か っ た 場 合 ， 優 先 交 渉 権 者 と な っ た Ｓ Ｐ Ｃ に そ の 提 案 を 取  

り 入 れ て い た だ く よ う 粘 り 強 く 交 渉 し て い く こ と 。  

（ ４ ）  民 間 委 託 の 経 緯 や 概 要 に つ い て ， 積 極 的 な 情 報 開 示 に よ り 市 民 へ の 説  

明 責 任 を 果 た す こ と 。  

（ ５ ）  地 元 経 済 団 体 等 と 産 業 振 興 ， 雇 用 促 進 に 資 す る 連 携 を 図 る こ と 。  

（ ６ ）  旭 川 空 港 へ の 航 空 路 線 の 拡 大 に つ い て は ， 行 政 と 連 携 し ， 道 北 ・ 道 東  

の 観 光 周 遊 ル ー ト の 魅 力 を 向 上 さ せ る た め の 戦 略 的 な 施 策 に 取 り 組 む こ  

と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 日 本 共 産 党 】  

 

こ の 間 の 特 別 委 員 会 の 調 査 の 中 で ， 空 港 運 営 に 係 る 市 の 年 間 の 負 担 額 は ， 市  

に よ る 運 営 を 継 続 し た 場 合 は ７ 億 ４ 千 １ ０ ０ 万 円 ， 一 括 民 間 委 託 し た 場 合 は ４  

億 ８ 千 ５ ０ ０ 万 円 に な り ， そ の 差 ２ 億 ５ 千 ６ ０ ０ 万 円 が 市 の 負 担 軽 減 に な る と  

試 算 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

し か し ， こ れ に は ４ つ の 問 題 点 を 指 摘 せ ざ る を 得 な い 。  

１ つ 目 は ， 市 に よ る 運 営 に は 単 独 上 下 一 体 が 考 慮 さ れ ず ， 非 航 空 系 事 業 の 収  

支 が 合 算 さ れ て い な い 。 一 方 ， 一 括 民 間 委 託 し た 場 合 は 非 航 空 系 事 業 の 収 支 が  

飲 み 込 ま れ て い る 。 し か も そ の 差 ２ 億 ５ 千 ６ ０ ０ 万 円 は 現 状 の 空 港 ビ ル の 収 支  

を 若 干 上 回 る 程 度 で ， 負 担 軽 減 の 効 果 は ご く わ ず か で あ る 。  

２ つ 目 は ， 非 航 空 系 事 業 は 現 状 で も 地 元 企 業 の 参 入 に よ っ て 地 域 経 済 に 影 響  

を も た ら し て い る 。 近 年 の 収 支 で は ， 平 成 ２ ７ 年 度 が ２ ． １ 億 円 ， 平 成 ２ ８ 年  

度 が １ ． ６ 億 円 の 黒 字 を 計 上 し て い る 。 一 括 民 間 委 託 で は ， 大 企 業 が 参 入 す る  

こ と は 必 至 で あ り ， 地 元 経 済 へ の 影 響 は 乏 し い も の と 思 わ れ る 。  

 ３ つ 目 は ， 航 空 系 の 人 件 費 は ， 特 別 委 員 会 の 答 弁 で は 年 間 １ 億 円 程 度 と さ れ  

て い る が ， 上 記 の 試 算 に は ， ど の 場 合 に も 人 件 費 の 削 減 効 果 は 見 込 ま れ て い な  

い 。  

４ つ 目 は ， 一 般 的 に 民 間 事 業 者 が 事 業 を 進 め る た め に は ， 土 地 や 建 物 ， 設 備  

な ど の 初 期 投 資 が 必 要 に な る が ， 空 港 一 括 民 間 委 託 の 場 合 は 既 存 の 土 地 や 建 物  

を 使 用 す る こ と が で き る 。 し か し ， そ の 資 産 調 査 （ Ｄ Ｄ 調 査 ） の 結 果 は 非 公 表  

で あ り ， 議 会 で あ っ て も 知 る こ と が で き な い 。 資 産 が 正 当 に 評 価 さ れ て い る か ，  

提 案 内 容 に 反 映 さ れ て い る か ど う か も わ か り 得 な い 。  

問 題 は む し ろ ， 民 間 委 託 し て も 年 間 ４ 億 ８ 千 ５ ０ ０ 万 円 の 負 担 を ３ ０ 年 間 払  

い 続 け て 民 間 委 託 す る 旭 川 市 の 姿 勢 が 異 常 な も の と 言 わ な け れ ば な ら な い 。 市  

の 大 事 な 財 産 の 運 営 を 民 間 に 委 ね る た め に ， ３ ０ 年 間 で １ ４ ５ 億 ５ 千 万 円 と い  

う 巨 額 の 税 金 を 投 じ る こ と が ど う な の か ， 大 企 業 の も う け の た め に 結 果 と し て  

地 元 経 済 に 悪 影 響 が で な い か ， 慎 重 に 分 析 し な け れ ば な ら な い 課 題 で あ る 。  

ま た ， 一 括 民 間 委 託 は ， 旭 川 空 港 ビ ル 株 式 会 社 の 全 株 式 譲 渡 が 前 提 と な っ て  

い る 。 Ｓ Ｐ Ｃ は ， 市 と の 間 で 実 施 契 約 を 締 結 後 ， ビ ル 施 設 事 業 者 の 株 式 を ５ 億  

３ 千 ２ ０ ０ 万 円 で 譲 り 受 け る こ と が 発 表 さ れ た 。 そ れ に 先 立 つ 平 成 ３ ０ 年 第 １  

回 定 例 会 で 運 営 権 者 を 公 募 す る 予 算 と し て ９ 千 ８ ７ ８ 万 ５ 千 円 が 計 上 さ れ た 。

し か し ， 市 と し て 公 募 の 際 に つ け る 株 価 の 最 低 価 格 を 議 会 に 公 表 で き な い と の  

答 弁 だ っ た 。 ま た ， パ ー ト ナ ー シ ッ プ 協 定 を 予 定 し て い な が ら ， そ こ に 盛 り 込  

む 内 容 も 明 ら か に で き な い と い う も の で あ る 。 こ れ で は ， 公 募 の 際 の 情 報 ， 条  



件 を 示 さ な い で 議 会 に 白 紙 委 任 を 求 め る よ う な も の で あ る 。  

空 港 一 括 民 間 委 託 は ， 市 民 に も 議 会 に も 一 切 非 公 開 の ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス の 中  

で 進 め ら れ て お り ， 財 政 的 効 果 に つ い て も 疑 問 が 残 る 。 ま た ， 一 括 民 間 委 託 が  

地 域 振 興 や 空 港 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 の 確 保 に は 必 ず し も つ な が ら な い こ と が ，  

こ の 間 の 議 会 質 疑 で 明 ら か に な っ て い る 。  

 い ず れ に し て も ， 旭 川 市 と し て は 民 間 事 業 者 の 提 案 内 容 が わ か ら な い 段 階 で  

軽 々 に 判 断 す る こ と は 厳 に 慎 ま な け れ ば な ら な い 。 ま た ， 提 案 内 容 が 市 の 利 益  

に 合 致 し な い 場 合 や 市 民 の 理 解 が 得 ら れ な い 場 合 は ， 一 括 民 間 委 託 を や め て ，  

引 き 返 す こ と も あ り 得 る と 指 摘 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 虹 と 緑 】  

 

 ８ 月 １ ６ 日 に 第 一 次 審 査 書 類 提 出 期 限 を 迎 え ， 道 内 ７ 空 港 一 括 民 間 委 託 事 業  

に 地 元 １ グ ル ー プ を 含 め ４ グ ル ー プ が 応 募 し ， 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル で は 審 査 ，

評 価 そ し て 優 先 交 渉 権 者 選 定 の 流 れ で ２ ０ ２ ０ 年 １ ０ 月 の 開 始 に 向 か っ て い る 。 

 国 土 交 通 省 な ど が 運 営 事 業 者 の 選 定 方 法 や 手 続 を ま と め た 募 集 要 項 に お い て  

は ， 先 行 事 例 を 参 考 に し た 地 元 及 び 入 札 価 格 配 点 へ の 配 慮 な ど ， 資 金 力 に 偏 ら  

ず 道 内 空 港 活 性 化 の 具 体 的 提 案 を 重 視 し た 点 な ど は 評 価 し た い 部 分 で あ る 。  

中 間 報 告 で も 述 べ た と お り ， こ の 調 査 は 一 括 民 間 委 託 に よ る メ リ ッ ト ， デ メ  

リ ッ ト 及 び 多 く の 課 題 を 確 認 ， 共 有 し ， 地 域 と と も に 旭 川 市 の ま ち づ く り を 核  

と し た 地 方 空 港 の あ り 方 ， 将 来 設 計 等 を 見 直 す 機 会 に な っ た と 確 信 す る 。  

以 下 ， こ の 道 内 ７ 空 港 一 括 民 間 委 託 に か か わ る 調 査 結 果 に よ る 確 認 事 項 と 今  

後 の 留 意 点 を 改 め て 申 し 述 べ る 。  

 

ま ず 確 認 事 項 と し て ， 以 下 の ５ 点 を 挙 げ さ せ て い た だ く 。  

１  旭 川 市 は ， 旭 川 空 港 の 管 理 者 と し て の 発 言 権 及 び 運 営 事 業 者 に よ る 不 履 行  

時 に 契 約 を 破 棄 で き る 権 利 を 有 す る こ と 。  

２  有 事 及 び 災 害 時 ， 緊 急 時 に お い て は ， 民 間 委 託 後 に お い て も 空 港 管 理 者 で  

あ る 旭 川 市 の 判 断 が 優 先 さ れ る こ と 。  

３  地 域 に お い て は ， 運 営 事 業 者 が 定 期 的 に 地 域 意 見 を 受 け る 機 会 の 設 定 に 努  

め る こ と 。  

４  地 元 経 済 界 等 に お い て は ， 運 営 事 業 者 と の 連 携 に よ る 地 域 産 業 の 振 興 を 進

め る こ と 。  

５  旭 川 市 の 施 策 に お い て は ， 運 営 事 業 者 と の 連 携 に よ り ， 国 際 線 を 含 め た 空  

港 の 利 用 拡 大 及 び 観 光 ， 地 元 産 業 の 振 興 等 を 目 指 す こ と 。  

 

 次 に 留 意 点 及 び 期 待 し た い 点 と し て ， 以 下 の ４ 点 を 挙 げ さ せ て い た だ く 。  

１  旭 川 市 の 負 担 軽 減 を 目 指 し ， 負 担 範 囲 に つ い て 妥 協 せ ず 折 衝 し ， 民 間 委 託  

の メ リ ッ ト で あ る 経 済 性 を 高 め て い た だ き た い 。  

２  民 間 委 託 以 降 も 審 議 後 の 追 認 に 終 わ ら ず 旭 川 市 が し っ か り 審 議 に 関 与 し ，  

情 報 は 市 民 及 び 議 会 と 共 有 し て い た だ き た い 。  

３  旭 川 空 港 の 就 航 率 ， 国 際 線 拡 大 に 向 け て の 整 備 及 び 北 海 道 の 中 心 に 位 置 し  

産 業 ・ 食 ・ 交 通 の 結 節 点 で あ る こ と な ど を 最 大 限 ア ピ ー ル し 評 価 に つ な げ て  

い た だ き た い 。  

４  運 営 事 業 者 に お い て は ， 事 業 者 の 特 性 を 生 か し た 多 様 な 分 野 と の つ な が り ，  



 新 た な 挑 戦 な ど ， 旭 川 空 港 を 含 め た ７ 空 港 の 魅 力 的 か つ 効 果 的 な 運 営 に 挑 戦  

し て い た だ き た い 。  

 

 特 に 確 認 事 項 ２ の 有 事 及 び 災 害 時 ， 緊 急 時 に お け る 旭 川 市 の 判 断 及 び 留 意  

点 ２ の 旭 川 市 の 審 議 へ の 関 与 は 重 視 し て い た だ き た い 。  

 現 在 の 市 の 委 託 事 業 に お け る 距 離 感 は 否 め ず 運 営 を 含 め 委 託 事 業 に 口 出 し  

で き な い 状 況 に あ る 。 し か し な が ら 運 営 事 業 者 の 決 定 後 の 関 与 で あ れ ば ， 住  

民 及 び 旭 川 市 の 行 政 の 手 か ら 離 れ た 事 後 承 諾 で し か な い 。  

 国 は 今 後 の 道 州 制 構 想 に お い て ， 国 ， 道 州 政 府 ， 基 礎 自 治 体 の 役 割 を 明 確  

に し ， 国 は 外 交 ， 軍 事 ， 通 商 政 策 を ， 道 州 政 府 は 産 業 ， 経 済 ， 高 等 教 育 政 策  

を ， 基 礎 自 治 体 は 医 療 ， 福 祉 ， 義 務 教 育 を と ， 各 自 治 体 の 守 備 範 囲 を 限 定 的  

に 狭 め る 方 針 を 示 し て い る 。  

 そ の よ う な 中 で の ７ 空 港 一 括 民 間 委 託 で あ る の で ，旭 川 空 港 が 産 業 ，観 光 ，  

生 活 以 外 の 目 的 に 使 わ れ る こ と な く ， 旭 川 市 民 の 幸 福 と 未 来 の た め 情 報 を 共  

有 し な が ら ， 審 議 に 参 加 で き る 権 限 を 重 視 し て い た だ き た い と 考 え る 。  

 旭 川 市 に お い て は 以 上 の 確 認 事 項 及 び 留 意 点 を し っ か り と 受 け と め ， 地 域  

活 性 化 の 重 要 な 資 源 と し て の 旭 川 空 港 の 運 営 事 業 者 と な る Ｓ Ｐ Ｃ の 選 定 及 び

契 約 ， そ の 後 の 運 営 に 対 す る 管 理 を 進 め て い た だ き た い と 願 う 。  

 ま た 今 回 の 調 査 に 関 し て は ， 道 内 ７ 空 港 の か つ て な い 規 模 で の バ ン ド リ ン  

グ に 当 た り ， 国 ， 道 ， 特 定 地 方 管 理 空 港 の 管 理 者 で あ る 帯 広 市 と 旭 川 市 の ４

管 理 者 の う ち ， 本 市 が 積 極 的 に 調 査 を 行 い 議 会 と 行 政 と が と も に ， こ の ７ 空

港 一 括 民 間 委 託 に 関 す る 調 査 を 進 め ら れ た こ と の 意 義 は 大 変 大 き い と の 評 価

を つ け 加 え ， 虹 と 緑 の 意 見 と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 無 所 属  藤 澤  勝 委 員 】  

 

１  旭 川 空 港 の 目 指 す べ き 姿  

  旭 川 空 港 は ， 道 北 の 拠 点 都 市 旭 川 市 に と っ て も ， ま た 道 北 の 各 市 町 村 に と  

っ て も ， 地 域 経 済 の 活 性 化 ， 観 光 振 興 等 に お い て 重 要 な 存 在 と な っ て き て い  

る 。  

  民 営 化 後 は ， 今 ま で 以 上 に 旭 川 空 港 と し て の 役 割 を 認 識 し ， 道 北 ・ 道 東 の  

観 光 振 興 ， 地 域 の 活 性 化 に 寄 与 す る 継 続 的 か つ 強 力 な 取 り 組 み を 担 っ て い た  

だ き た い 。  

  国 内 の 乗 降 客 数 は ， 人 口 減 少 に よ り 大 幅 な 増 は 見 込 め な い こ と か ら ， 外 国  

人 観 光 客 増 を 最 重 要 課 題 と し て 取 り 組 む 必 要 が あ る と 考 え る 。   

  道 北 ・ 道 東 に は ， 他 国 に は な い 観 光 地 が 多 く 存 在 し て お り ， 年 々 外 国 人 観  

光 客 は 増 加 し て い る 。 今 後 も 外 国 人 観 光 客 の 増 が 見 込 ま れ る こ と か ら ， 海 外  

か ら の 定 期 便 就 航 が 必 要 不 可 欠 で あ る 。 海 外 か ら の 定 期 便 就 航 に 向 け ， 多 く  

の 課 題 を 解 決 し 実 現 を 図 っ て い た だ き た い 。  

 

２  一 括 民 間 委 託 を 進 め る に 当 た り 留 意 す べ き こ と  

  こ れ ま で ， 国 内 の 空 港 民 営 化 は ， ２ ０ １ ３ 年 施 行 の 「 民 活 空 港 運 営 法 」 に  

基 づ き 推 進 さ れ ， 成 功 事 例 も 多 く あ る 。 し か し ， こ れ ま で の 空 港 民 営 化 は １  

空 港 単 独 の 民 営 化 事 例 で あ り ， 北 海 道 ７ 空 港 の 民 営 化 は ， 他 空 港 の 民 営 化 よ  

り 複 雑 で 多 く の 課 題 が 出 て く る こ と が 予 想 さ れ る 。  

  ま た ， ７ 空 港 に は そ れ ぞ れ の 課 題 が あ り ， 課 題 解 決 に は 困 難 な 面 も 出 て く  

る と 考 え ら れ る が ， 北 海 道 全 体 の 活 性 化 が 期 待 で き る こ と か ら ， 民 営 化 を 推  

進 す べ き と 考 え る 。  

  現 在 ， ７ 空 港 の う ち 新 千 歳 空 港 が 黒 字 経 営 で ， 旭 川 空 港 を 含 め た ６ 空 港 は  

赤 字 運 営 と な っ て い る 。 民 営 化 に な っ て も 旭 川 空 港 の 赤 字 の 解 消 は 難 し い と  

考 え る が ， 赤 字 額 の 縮 減 は 期 待 で き る 。 国 内 及 び 外 国 人 の 道 内 観 光 旅 行 の 利  

便 性 を 高 め る た め ， 着 陸 料 を 減 額 し ， ど の 空 港 か ら で も 離 発 着 で き る 体 制 を  

構 築 す る な ど ， ７ 空 港 一 括 民 営 化 だ か ら で き る 事 業 を 検 討 し 実 践 し て い か な  

け れ ば な ら な い と 考 え る 。  

  ま た ， 各 空 港 が 地 域 の 特 性 を 生 か し た 独 自 の 事 業 を 展 開 す る こ と も 認 め て  

い か な け れ ば な ら な い と 考 え る 。  

 


	２　調査報告書（表紙，議場配付用）
	３　調査報告書（調査経過～調査結果）
	４　空港民間委託調査特別委員会における各会派及び無所属委員の意見.pdf

